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冬休み期間中、１８名の方々に参加していただき開催！ 
◆冬休み期間中の１月１６日（火）、釧路市立湖畔小学校（校長:中嶋治代）様（http://www.kushiro.ed.jp/kohan-e/htdocs/）

においてプログラミング教育研修会を開催いたしまし

た。冬休み期間中にも関わらず、校長先生をはじめとし

て多くの先生方が大変熱心に取り組んでくださったこ

とに心より感謝いたします。また、プログラミング担当

の先生も「ICT 支援員」となって、躓いている先生のサ

ポートをしてくださいました。「ICT 支援員」の存在は

大変心強いものがありました。ICT を使って教えること

は、大人である先生方にですら、大変難しいことを実感

します。これが子供たちを相手に日々教えるとなると、

担任の先生以外に ICT 活用に関してサポートする方が

必要だと湖畔小学校のプログラミング担当の先生の動

きを見ながら今一度再認識いたしました。 

 

釧路市立湖畔小学校プログラミング研修会の概要 

【場 所】 釧路市立湖畔小学校 ４年生教室 

【日 時】 2020 年１月１６日(火)午前１０時０0 分～１２時０0 分 

【参加者】 釧路市立湖畔小学校 １６名  釧路市立清明小学校 ２名                                       

   合計１８名 

【内 容】 

・プログラミング教育の授業づくり 

・プログラミング教育の教材について ※マイクロビット、信号機キット 

 

◆釧路市内の小学校における新年度採択教科書は、算数が東京書籍、理科が教育出版となっています。そこで、算数では

東京書籍のサイト Edu Town やプログルを活用しながら研修を深め

ました。ICT スキル中級以上の先生方もけっこういらっしゃり、隣同

士で教え合うことで笑顔がこぼれる研修になりました。一人一台の環

境になったとしても、隣同士で教え合ったり、学び合ったりするとい

う「ペア学習」は、これからも必要な教え方スキルだと思いました。 

◆理科では、マイクロビットを活用して信号機の模型を製作することに

挑戦しました。ただし、いきなりマイクロビットで信号機を製作する

ことはハードルが高いので、総合的な学習の時間等を活用して、まず

はマイクロビットに慣れることの体験を取り入れました。 

 

◆研修会終了後、いつものようにアンケートを取らさせていただきました。結果はグラフのようになりました。大変好評

だったことがわかります。特に「今後の実践に参考になりましたか？」には、参加者全員が４段階評定の最高レベル「参

考になった」と回答してくださいました。 

主催:釧路市立湖畔小学校 様 

学校の先生に ICT 支援員をしていただきながら実施しました 
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「２時間の研修が短く感じました！」 

◆アンケートには、自由記述の欄も設け、様々なご意見等をいただきました。その全ての回答が下の通りとなっています。 

 

１人１台の環境実現に向けて 

◆弊社で実施している研修会は、必ずお客様のニーズをお聞きして

います。どのような研修会を望まれているのかを把握した後で、

体験を柱とした研修会になるようにして、すべての参加者の方々

から満足を得られるようにしております。研修会を希望される自

治体・学校様がありましたら、遠慮なく申し込んでいただければ

と思います。また、プログラミング教育だけでなく、1 人１台の

端末環境になった場合、どのような ICT 活用があるのかも、で

きるだけ具体的な研修会になるように取り組んでまいります。 

 

 

 

 

【参加者のご意見・ご感想】 

1  難しかったけど、楽しかったです。苦手な分野なので、基本操作をもっと学びたいです。 

2  初めての機器を使っての研修、大変勉強になりました。ありがとうございました。 

3  今後の実践に役立ちました。授業事例を丁寧に教えていただけたことがよかったです。ありがとうございました。 

4  親切に教えていただきありがとうございました。 気軽にクラスで授業に使えるようになると良いですね。 自分で

考えて組み立てていく力が必要だと思いました。 

5  初心者にもとてもわかりやすく、楽しく学べました。忘れないうちに復習します。 

得意な子と、苦手な子の差が広がるような気がしました。どの子にとっても意味のある授業にするのが難しいなと

思いました。 

6  実際に使うことができ良かったです。ありがとうございます。 

7  楽しかった 

8  実際にプログラミングを様々なキットを使いながら体験でき、大変勉強になった。 

9  実際に操作することができたので大変参考になりました。いっぺんには無理ですが、少しずつ環境を整えられれば

いいなと思います。ありがとうございました 

10 2 時間の研修が短く感じ、とても楽しくわかりやすい研修でした。これからの学びを体験できて実のある研修をあ

りがとうございました。 

11 様々なプログラミングの教材に触れることができて、こどもの目線で

考えることができました。子供たちの方が先に覚えそうなので、自分

がついていくのが大変だと感じています。 

12 マイクロビットの仕組みをもっと知りたいと思いました。 

13 とても勉強になりました。ありがとうございました。 

14 ありがとうございました。（他２名） 

■昨年末、文部科学大臣から右のようなメッセージが発出されました。 

もう既にご承知かと思いますが、紹介しておきます。タイトルは「子供

たち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育 ICT 環境の実現

に向けて～令和時代のスタンダードとしての１人１台端末環境～」で

す。いよいよ時代は大きく動き出すという印象を受けます。 


